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◎今年最後の通信になります。今年はめだか大学（にんじん畑・すみれ分教場・つ

くり小屋）にとってみんなで６月３０日を体験した新しい年になりました。後、１

２月24日(日)の「めだか大学クリスマス交流会」を残すのみ、多分いい締めくくり

になると思います。その時のことは来月に回し、皆さんの動きを報告するにとどめ

ます。

●11月4日 つくり小屋

＊三宅さんの『国民学校一年生』が完成しました。第二次大戦と共に始まった自

分の小学校時代を書いたものです。「国民学校一年生」と兵隊ソング「かわいいスー

ちゃん」の替え歌です。三宅さんは替え歌にすることには余り乗り気ではありませ

んでしたが、みんな歴史がよくわかると喜びました。

＊柴田鉄世さんの『あなたに』は５番までもあるので、とにかくその言葉を、曲

にはめ込むことに今日は終始してしまいました。出来なかった分は彼の宿題です。

初めての作曲なのに五番もあると言うことはその後の作業は苦しいのですが、でも

こんなに言いたい言葉があるのはいいことにちがいありません。みんなも根気よく

つきあいました。

＊そのほか12月24日の交流会のことを話して、それぞれ自分の出す作品の準備の

ことなど話し合いました。小関さんも『柿の実』で参加することになりました。

●11月6日 にんじん畑

やはり12月の交流会の相談をしました。今まではずっと「にんじん畑」がホスト

グループだったのですが、今回は「つくり小屋」や「すみれ」が代わるので、何と

なくほっとして楽しんでいる雰囲気でした。曲目はいろいろ相談の末、三年前に作

った「石川啄木」の連作にすることに決めました。今まで五/六人で歌ってきた歌を、

たくさんの声でやってみるということも楽しみです。歌集作りの相談や分担を決め

て終わりました。

●11月11日 「鈴木たか子日曜版百回記念コンサート」に、小須田・稲川さん（つ

くり小屋）船岡さん（すみれ）増田・渡辺さん（にんじん）が出演しました。多様

なジャンルの人たちを受け入れて、その表現活動を応援する鈴木たか子さんのこの

活動はもう八年続いてきました。私たちめだか大学はやっとここを活用させてもら

えるようになりました。感謝しています。

●11月13日 すみれ分教場



＊村上さんの新曲『お父ちゃん』が出来ました。前作の、お母ちゃんのことを歌

った『うれしかった』のお父ちゃん版です。包丁1本、京都の魚やの頭領だったお父

ちゃん！こうしてそれぞれの幼い頃やその家族の思いでが共有されていくのはなん

て素敵なことだろうと思いました。

それから今後の新しい作品のプランを出し合い、12月の交流会に出す作品を考え、

いつものようにわいわい話し合って終わりました。

●11月16日「うた小屋」

今日は,今井・稲川・村上・小池・小関・山田さんの参加で、12月の交流会に向け

ての歌のけいこをしました。練習が必要な曲の、必要な人たちが集まった感じで、

ゆっくり歌の練習をしました。

●11月25日

＊村上さんと私は、山口県光市のフォークグループ「凪の座」の40周年に参加し

た後、かねてから岡田と親交があった世良輝久さんが主催する岩国市周東町の農民

連の人たちとの歌う会に行きました。ここでも、自分たちの歌を作りたいと言う計

画があり、すでに詞も出来ているので、参考に村上さんが作ったばかりの『神座み

かんの歌』の「手踊り」をコーチしてもらいました。女性より男たちの人数が多い

めずらしい会でしたが、男性たちの手振りもなかなかで、村上さん大活躍でした。

＊翌２６/２７日は、下松市で寺子屋を主催した、高椅輝吉・真智子夫妻の自宅で

歌の会でしたが、二日間のメインは小林千賀子さんの『石巻』で、どちらの日も、3

・11後の自分たちの気持ちを話し合うきっかけとなりました。

●１２月２日 つくり小屋

＊今日はもちろん歌のけいことなりました。小関さんの『柿の実』斉藤さんの『み

んな一緒だからね』山田さん『ソンネリ四曲』小池さんの『お父さんに』柴田さん

の『あなたに』千賀子さんの『石巻』等です。

＊山本さんが書いてこられた詩をめぐっていろいろの意見を交わし合いました。

「ふるさと…しかし私がいてはならなかった故郷（満州）…」という言葉に、みん

な大きな関心を寄せています。何が山本さんの歴史（人生）に起こって今に至るの

かはみんなが知りたいところです。今日出来てきた詩はあまりにも本格的かつ抽象

的で、知りたいと思っていることがじかに心に飛び込んでこない、というのがみん

なの率直な感想でした。

優れた詩と言うことは分かります。しかし「つくり小屋」はプロの歌手が歌うリ

ートではなく、「自分自身の音（ふるさととでも言うべき）に回帰するための作曲で、

自分自身をシンプルに表現していくものに限らなければならないのです。このこと

を坦さんに理解して一緒にやっていってほしいと、私もみんなも切望しているので

すが…。12.12．


